
本県においては、市町村教育委員会、各学校等の地道な取組により、本県の全国学力・学習

状況調査の結果は、ここ数年、小・中学校ともに全国平均水準を堅調に維持しており、一定の

成果を実感できるようになった。

ここで、改めて資質・能力の三つの柱に着目すると、全国学力・学習状況調査における教科

に関する調査で把握できている力は、「知識及び技能」や「思考力、判断力、表現力等」が主で

あることが分かる。

文部科学省は、 「資質・能力の三つの柱のうち、「学びに向かう力、人間性等」は児童生徒

が「どのように社会や世界と関わり、よりよい人生を送るか」に関わる資質・能力であり、他の二

つの柱をどのような方向性で働かせていくかを決定付ける重要な要素である。」としている。

本県においてここ数年、小・中学校ともに全国平均水準を堅調に維持している「知識及び技

能」や「思考力、判断力、表現力等」を、児童生徒がどのような方向性で働かせ、よりよい生活

を送るかを考えた際に、「学びに向かう力、人間性等」を含めた資質・能力の三つの柱をバラン

スよく育成することが重要となる。

一方で、「学びに向かう力、人間性等」は、「知識及び技能」や「思考力、判断力、表現力等」

と比べ、いわゆる非認知的要素を多く含んでいることから、その能力を把握することが困難であ

るといった側面もある。

【本県が育成を目指す資質・能力のイメージ】

文部科学省は、「学びに向かう力、人間

性等」の具体として、主体的に学習に取り

組む態度も含めた学びに向かう力や、自

己の感情や行動を統制する力、よりよい生

活や人間関係を自主的に形成する態度、

自分の思考や行動を客観的に把握し認

識するメタ認知、多様性を尊重する態度や

互いのよさを生かして協働する力、持続可

能な社会づくりに向けた態度、リーダー

シップやチームワーク、感性、優しさや思い

やりなどの人間性等を挙げている。

これらを踏まえ、本県が育成を目指す資

質・能力のイメージを作成した。

学びに向かう力は「学びを調整する力」

と「粘り強く挑む力」、人間性等は自分自

身を高めるための「自己有用感・自己効

力感」及び他者や集団への意識の中で自

分を高める「協働する力」からなる。

２ 育成を目指す資質・能力のイメージ

１ 資質・能力の三つの柱について

本県が育成を目指す資質・能力Ⅰ

-Ⅰ-1-



本県が育成を目指す資質・能力

重点目標

教育課程編成の基本方針

主体的に学ぶ子供を育む
教育課程の編成

指導の重点

⚫見通す活動と振り返る活動を
位置付けた全教育活動の展開

⚫地域の人的・物的資源に働き
かける総合的な学習の時間

年間指導計画

週 案

校務・教務運営構想
〇主幹教諭
•各種調査結果のアセスメントに基づ
く教育課程の改善
•児童生徒の非認知的能力を高める支
援や評価に係る校内研修

〇教頭、地域担当教員
•子供が活躍し、認められる場の設定
のための自治会等との連携

〇研究主任
•子供の主体性を高める導入の工夫、
問題解決的な学習の授業の校内研修

〇学年主任
•１人１台端末の積極的・効果的な活
用を図る授業づくりに関するマネジ
メント 等

学年経営案

学級経営案

授 業 学 級 経 営

評価・改善

分掌・事務運営構想

授
業
で

分
掌
等
で

学校の教育目標

３ 資質・能力をバランスよく育成する学校経営（例）

各学校の校長は、資質・能力のバランスのよい育成に向けて、経営ビジョンを言葉や図にして
所属職員に示し、そのベクトルをそろえ、副校長・教頭とともにリーダーシップを発揮し、協働しな
がら教育活動を共通実践し、みんなで成果を実感することが重要である。
そこで、まずは児童生徒の実態分析から、重点目標を設定する必要がある。その際、下図に
示す本県が育成を目指す資質・能力から自校の課題を見出し、設定する。次に、組織運営や人
材育成、家庭・地域との連携等から「経営の重点」を策定し、中心に据える教育活動を「指導の
重点」として定め、各種経営案や指導計画を作成する。その指導計画に基づき、所属職員や児
童生徒とともに取組を進め、その結果を評価し、取組の改善を図っていくようにする。

知 識 及 び 技 能
思 考 力 、 判 断 力 、 表 現 力 等

学びに向かう力：学びを調整する力、粘り強く挑む力

人間性等：自己有用感・自己効力感、協働する力
非認知的能力

【指導系列】 【経営系列】

⚫社会に開かれた教育課程のマネジメント
⚫主体的・対話的で深い学びの指導力、ICT活用指導力の向上に係る人材育成
⚫認め合う仲間づくり、安心できる学級づくりに係る人材育成

校
内
研
修

バランスある展開・実践

児童生徒の変容

経営の重点
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